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育児カレ ンダーを配付

育児カレンダー 「愛児のゆたかな戒長のため

にJをO才から 6才までの子どもさんをおも

ちのご家庭に無料でさ しあげています。

希望者は母子手帳、印鑑をもって出張所また

は保険衛生課で受け取ってください。

め
て
容
器
に
入
れ
、
空
び
ん
、
茶
一
者
に
な
っ
た
と
き
に
年
金
が
受
け

わ
ん
の
か
け
ら
な
ど
燃
え
な
い
物
一
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、
ぜ
ひ
年
内
に

は
別
の
容
器
に
入
れ
ゴ
ミ
箱
の
そ
一

完
納
し
て
く
だ
さ
い
。

ば
に
お
い
て
く
だ
さ
い
。
(
容
器
一
(
福
祉
事
務
所
)

は
木
炭
の
あ
き
俵
、
古
か
ま
す
、
拐
年
日
月
初
日
現
在

十
二
月
二
十
四
日
か
ら
市
内
一

斉
一
を
射
し
入
れ
る
よ
う
に
し
、
空
気
一
く
捕
除
し
、
ね
ず
み
、
は
え
な
ど
一
ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
が
よ
い
よ
う
で
三
浦
四
六
%

に
大
掃
除
を
お
乙
な
い
ま
す
。
一
の
流
通
を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
す
る
。
一
は
び
乙
ら
な
い
よ
弓
努
め
る

一す

。

)

鈴

回

二

ハ

%

市
民
の
皆
様
乙
ぞ
っ

て
家
屋
内
外
一
③

畳
、
敷
物
な
ど
を
日
光
に
さ
一
⑦
ゴ
ミ
搬
出
区
域
内
で
大
掃
除
雪
ミ
の
巡
回
搬
出
は
二
十
九
日

茸

瀬

四
三
%

の
掃
除
を
し
て
、
環
境
の
清
潔

に

一

ら

す

。

一

の
た
め
多
量
に
で
た
ゴ
ミ
は
ま
と
一ま
で
行
な
い
ま
す
〈
保
険
衛
生
課
)
福
重
四
一
%

つ
と
め
、
す
が
悪
し
い
新
年
を
す

床
下
は
空
気
の
流
通

2

3
;ー

!
?
?
3、;

松

原

三

一

%

迎

え

ま

し

ょ

う

。

一

う

ぶ
ん
に
し
、

湿
気
が
、
ひ
ど
い

一

竹

松

二

四

%

ム
大
掃
除
の
留
十
二
月
二
十
百
所
は
乾
燥
し
た
土
砂
類
、
石
灰
一

四

l
九

月

分

の

国

民

年

金

西

大

村

一
O
%

四
日
か
ら
、
十
二
月
二
十
七
日
ま
一
類
を、

ま
く
よ
う
に
す
る
。

一

大

村

三
三
%

で

一

⑤

汚
水
が
停
留
し
て
い
る
場
所
一

保

険

料

未

納

の

か

た

に

計

二

八

%

ム
大
掃
除
の
方
法

一

ま
た
は
湿
気
が
ひ
ど
い
場
所
は
、

一
国
民
年
金
保
険
料
は
皆
さ
ん
の
一
す
。
そ
の
た
め
十
二
月
十
五
日
付

①
宅
地
と
家
雇
内
外
の
不
潔
な
一乙
れ
を
う
め
、
ま
た
は
、
排
水
を
一
恩
給
に
な
る
も
の
で
す
が
、

そ
の
一
で
四
月
か
ら
九
月
分
ま
で
の
未
納

と
乙
ろ
を
、
よ
く
掃
除
す
る
。

一じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
す
る
。
一
納
入
状
況
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
他
一

者
に
未
納
通
知
奮
を
発
送
し
ま
し

②

室
内
に
、
で
き
る
だ
付
日
光
-
⑤
下
水
溝
、
便
所
な
ど
は
、
よ
一
市
町
村
に
比
べ
最
下
位
の
状
況
で
一
た
。
滞
納
し
て
い
る
と
年
金
受
給

M
A
日
か
ら
年
末
の
大
掃
除

す
が
す
が
し
い
気
持
で
新
年
を

償
却
資
産
の
申
告
は
阜
自
に

産
は
つ
ぎ
の
資
産
で
一
個
ま
た
は

一
組
の
取
得
価
額
、
も
し
く
は
製

作
価
額
が
千
円
以
上
の
も
の

的
構
築
物
(
軌
道
、
さ
ん
橋
、
貯

水
槽
な
ど
)

刷
機
械
お
よ
び
装
置

付
船
舶

日目
車
両
お
よ
び
運
搬
具
(
ト
ロ

ッ

コ
、
構
内
車
な
ど
)

刷
工
具
、
器
具
お
よ
び
備
品

以
上
は
遊
休
宋
稼
働
の
も
の
縛

一
月

一
日

現

在

で

機

械

や

装

置

な

ど

償
却
資
産
(
土
地
お
よ
び
家
屋

以
外
の
事
業
の
用
に
供
す
る
こ
と

が
で
き
る
資
産
で、

自
己
使
用
の

も
の
ば
か
り
で
な
く
他
に
貸
し
て

い
る
も
の
も
含
み
ま
す
)
の
所
有

者
は
地
方
税
法
に
よ
り
、

毎
年

一
月
一
日
現
在
で

却
資
産

に
つ
い
て
市
長
に
申
告
し
な
げ
れ

ば
な
ら
な
い
乙
と
に
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、

該
当
者
は
必
ず
申
告
し

て
く
だ
さ
い
。

ム
申
告
書
提
出
期
限
岡
和
三
十

七
年
一
月
十
六
日

ム
申
告
し
な
ω
り
れ
ば
な

ιな
い
資

外
資
産
も
申
告
し
て
く
だ
さ
い

ム
申
告
害
は
税
務
課
ま
た
は
出
張

所
に
準
備
し
て
あ
り
ま
す
。

ム
申
告
に
つ
い
て
不
明
の
点
は
税

務
課
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

ム
申
告
し
な
か
っ
た
り
、
最
偽
の

申
告
を
し
ま
す
と
、
お
互
い
に

乙
ま
り
ま
す
し
、
ま
た
罰
則
が

適
用
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
念
の
た
め
申
添
え
ま
す

(
税
務
課
)

市
役
附
は
年
末
牛
始
の
期
間
【
市
民
課
】

一戸
籍
、
諸
証

務
は
、
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
代
金

受

取

り

…

川
中
つ
ぎ
の
と
お
り
執
務
し
ま
す
明
の
取
扱
い
事
務
は
士
一
月
一ニ

【
市
立
病
院
】

十
二
月
三

は

早

め

に

…
の
で
み
な
さ
ん
の
ζ
協

力

を

お

十

日

ま

で

十

一
日、

一
月
二
百
は
午
前
中
【
牧
入
役
室
】
支
払
事

…

川
願
い
し
ま
J

。

【

保

険

衛

生

謀
】

じ
ん
介
齢
療
、
急
思
の
場
合
は
病
院

務

は
十
二
月
二
十
八
日
ま
ぐ
行
…

山
ム
御
用
納
{
十
二
月
二
十
八
日
搬
出
手
数
料
の
徴
収
事
務
は
十

(電
話
三
六
一
番
)
へ
連
絡
な
い
ま
す
か
、
年
末
近
く
な
り
…

…
ム
御
用
始

t
一
月
四
日

一一月
三
千
一

固

ま

で

し

て
く
だ
さ
い
。
い
つ
で
も
診

ま
す
と
、

窓
口
の
支
払
事
務
も
…

…
ム
休
掛
と
事
務
取
扱
ゴ
ミ
の
搬
出
は
二
十
九
日
ま
で

療
し
ま

す

。

相

当

混
雑
い
た
し
ま
ず
か
ら
、
…

十
二
月
二
十
九
日
か
ら
一
月

代
金
を
受
領
す
る
人
は
で
き
る
川

…
一ニ
日
ま
足
踏

(た
だ
し
、

っ

年

末

年

始

の

事

務

取

扱

い

だ

り

早

め

に

お

い

で

く

だ

さ

い

…

川
ぎ
の
謀
、
所
、

室
は
そ
れ
ぞ

れ

削

(な
る
べ
く
二
十
八
日
は
午
前

川

…
執
掛
レ
ま
す
)

【稿
祉
事
務
所
】
国
民

年

門
水
道
局
】
料
金
関
係
は
休
中
に
お
出
向
き
く
だ
さ
い
。
)
…

川
【
税
務
課
】

市
税

(保
険
金
保
険
料
の
徴
般
事
務
は
十
二
務
中
も
取
扱
い
ま
す
。
故
障
、

な

お

、
休
務
期
間
申
緊
急
を
…

引
を
含
む
)
の
徴
蚊
事
務
は
十
月
三
十
一
日
ま
で

漏
水
の
場
合
は
水
道
局
(電
話
要
す
る
事
務
な
ど

u、
市
第
…

山
二
月
三
十
一
日
ま
で
(
子
T
九
【
出
張
所
】
市
税
(
保
険
税
二
九
一
吾
、
夜
間
は
コ
=
一
西
(
電
話
一
三
二
番
)
宿
日
直
…

山
日
以
後
制
め
ら
れ
る
滞
納
告
を
さ
)
国
民
年
金
保
険
料
、
蓄
え
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
者
ヘ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

川
税
(
保
険
税
を
含
む
)
は
課
の

住
宅
使
用
料
、
じ
ん
介
搬
出
手

係

員

が

出

向

き

ま

す

。

山

(
庶
務
課
)

川
窓
口
で
納
め
て
く
だ
さ
い
)
数
料
、
水
道
料
な
ど
の
徴
収
事

・

川

十
二
月
二
十
八
日
か
ら
三
十

日
ま
で

(
消
防
団
の
年
末
警
戒
実
施
中
〉

毎
日
午
後
八
時
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
。

給
明
年
}
月
分
の
生
活
保
護

去
費
を
き
た
る
二
十
六
日
繰

加
上
げ
支
給
し
ま
す
の
で
、

護
従
来
ど
お
り
福
祉
事
務
所

別
ま
た
は
出
強
所
で
受
領
し

生
て
く
だ
さ
い
・
な
お
、
二

月
分
以
降
は
繰
上
げ
支
給
を
し
ま

せ
ん
の
で
ご
承
知
く
だ
さ
い
。

忌

明

に

寄

付

市
内
赤
佐
古
一
九
四
番
地
岩
永
千

代
子
さ
ん
は
亡
夫
義
一
さ
ん
の
忌

明
に
際
し
、

一
万
円
を
社
会
福
祉

事
業
の
}
端
に
と
寄
付
さ
れ
ま
し

た

。

(

福

祉

事

務

所

)

Z せ 前 き敷根冬 i肢 は
言て六新ま草ののし、【

置カ植しを宿乾て冬み
く月予よじ動燥痘のか
のぐ定うゆ そと動間 f

Z がら地。う助、をも台
三理いの ぶ け 寒 続秋一

想 ま 深 んる害けのみ
でで耕 施たをて元、
すには しめ防い!ll巴ん
。積植 てにぎま萱の

E 深 ま付 お、、 す股 根

Eい枚【お土各位層入以 年智
Eか出量き石層の 菅れ グ十埋末宰
Eたた 5i重灰ど申多るの没を予
三 はと じぞと和どく乙も芝生~
E市 ろ 除 よ 散 に と し と の 生 霊 B
E政に草う布熔苦まなを奮作れ
Eだ使剤。し成土すく用憎して
Eよ い は て燐補。、い物ま U
Eりま云 埋肥 給 ま 少 、はし公
言十す業 没や のたし 二樹よ場
E一。が し、た、ず再のう合
E月 使二 て 苦 め酸つに根。は

十
日
号
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い

要
踏
み
は
褒
作
上
重
要
な
作

業
で
す
。
乙
と
に
霜
柱
の
で
き

る
地
待
で
は
必
吏
行
な
い
、

根

の
浮
き
上
る
の
を
防
ぎ
ま
し
ょ

う
。
本
繋
が
三
枚
出
る
乙
ろ
に

な
っ
た
ら
行
な
い
ま
す
。

土
入
れ
は
四
枚
出
た
乙
ろ
か

ら
行
な
い
ま
す
。

要
は
湿
曹
を
つ
げ
易
い
の
で

で
き
る
だ
け
排
水
を
行
な
い
乾

燥
に
努
め
、
根
の
伸
長
を
助
け

ま
し
ょ
う
。
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ら
う
に
せ
物
売
り
の
詐
欺
事
犯
が
一ま
せ
ん
。
ま
た
車
に
乗
ら
な
く
て

多
く
な
り
ま
す
。
最
近
も
市
内
の

一は
い
け
ま
せ
ん
。
運
転
者
の
か
た

某
所
で
主
人
の
出
動
を
見
定
め
一
は
い
く
ら
先
を
急
い
で
も
、

ス
ピ

「
い
ま
お
宅
の
主
人
か
ら
頼
ま
れ

一1
ド
を
出
さ
な
い
よ
う
に
、
歩
く

て
来
た
の
で
す
。
」
と
市
価
千
円
一か
た
は
必
ず
右
を
歩
き
ま
し
ょ
う

年
の
瀬
が
迫
る
に
つ
れ
毎
年
多
く

ぐ
ら
い
の
毛
布
を
二
千
円
で
買
わ
一

な
る
の
は
「
ド
ロ
ボ
ウ
」
麦
昌

一

飲
酒
、
遊
興
は
ほ
ど
ほ

事
故
」

そ
の
他
各
種
犯
罪
(事
態

一向

日

日

時

間

引

け

れ

と

ど
に
H

盛
り
場
な
ど
で
は
飲
酒

で
す
。
そ
乙
で
警
察
署
で
は
犯
罪

一よ
く
品
物
量
て
被
害
に
か
か
ら
一上
で
の
傷
害
沙
汰
不
良
者
ー

を
な
く
し
よ
う
と
年
末
年
始
の
取

一

一の
暴
力
行
為
が
多
い
の
で
、
ヵ
ヵ

締
り
警
戒
を
実
施
中
で
あ
り
ま
す

一な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
一
り
あ
い
に
な
ら
な
い
よ
う
に
注
意

か
ら
つ
ぎ
の
事
柄
を
す
、
皆
ん

一

金
融
機
関
へ
の
行
き
錫

一し
ま
し
ょ
う
。
と
く
に
少
年
た
ち

な
で
助
付
合
い
、
明
る
い
新
年
を
J

小川

一り
に
注
意
H

預
金
ゃ
、

払
戻
一

に
と
っ
て
は
、
乙
ん
な
場
所
は
不

山

入
札
山
中
…
れ
れ
船

一し
な
ど
の
金
融
機
関
へ
の
行
き
帰

一良
化
の
原
因
に
な
り
ま
す
の
で
、

迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
う
に

江

崎"
は
た
川
崎

4

一

一

い
た
し
ま
し
ょ
う
。

斗

継

い

均
約

一り
を
ね
ら
っ
集
団
ス
リ
や
ヒ
ツ
タ
一
立
入
ら
な
い
よ
う
み
ん
な
で
見
守

山

U
Z持ぽ

一吉

野

諸

島

内

務

話

即

時

間

一部

品

抑

制

ザ

一
つ

む

わ

届

出

は

一な
い
」
「
施
錠
忘
れ
の
表
出
入
口
」
一
八
件
、
本
庁
地
区
管
内
二
百
七
十
一

一
速
や
か
に
H
万一

被
害
に
か

セ
ン
ト
か
ら
六
O
パ
ー
セ
ン
ト
ま

一

一

一ら
い
の
用
心
を
し
ま
し
ょ
う
。

一、

一が
最
も
多
い
乙
と
に
な
っ
て
い
ま
一
六
件
、
西
大
村
管
内
五
十
四
件
、竹
一

一カ
っ
た
場
合
は
被
害
額
の
多
少
に

で
が
「
ド
ロ
ポ
ウ
」

の

被

害

で

す

一

一

一

一

一
す
。
い
か
に
一戸
締
り
と
鍵
生
厄
れ
一
松
地
区
三
十
八
件
、
福
電
管
内
五

一
「
ス
リ
」
懐
中
物
に
注
意

一か
か
わ
ら
ず
、
現
場
を
そ
の
ま
ま

本
年

一
月
か
ら
十
月
ま
で

「ド
ロ
一

一

一

一

ボ
ワ
」
の
被
害
に
か
か
っ
た
四
百
一
な
い
乙
と
が
必
要
で
あ
る
か
が
お
一件
、
松
原
管
内
八
件
、
萱
瀬
管
内
一パ
ス
、
映
画
館
、
商
庖
街
の
人
混
一に
し
て
、
必
ず
一
一

O
番
か、

室

調
べ
ま
す
と
、
侵
入
室
百
一
わ
か
り
と
思
い
ま
す
。
一
十
一
件
と
な
っ
て
お
り
二
一
漏
出
一み
の
中
に
は
ス
リ
の
目
が
光
っ
て

一も
よ
り
の
駐
在
所
に
知
ら
せ
て
く

三
十
六
件
、
か
っ
ぱ
ら
握
手
一
商
品
は
よ
く
監
視
し
て
一
察
官
内
を
除
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
干
さ
と
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
、

一だ
さ
い
。
ま
事

事

事
件
な
ど

牛
、詐
欺
盗
四
件
、
特
殊
望
凶
十
丁
本
町
通
り
の
商
患

で
は
一
月
有
害
に
か
か
っ
て
い
ま
す
が
、
ぃ
玄
票
以
上
の
現
金
や
貴
重
品
は
な

一を
見
か
け
た
ら
す
ぐ
曹
を

連

絡

ニ
件
、
そ
の
他
盗
百
二
十
二
件
で
一
か
字
月
ま
で
四
十
五
件
が

「ド
一
ま
ま
で
皆
無
で
あ
っ
た
か

E
Zる
べ
く
持
た
な
い
よ
う
に
し
ま
と

し
て
く
だ
さ
い
。

最
も
多
い
侵
入
室
季
口
別
に
一
口
ポ
ウ
」
の
被
害
に
か
か
り
、
そ
、

υし
て
は
駄
目
で
す
。
犯
人
は
警
一
ょ
う。

一

(
大
村
瞥
察
署
)

み
ま
す
と
、
重
ね
ら
い
〈
不
在
の
一
の
被
害
額
は
十
万
円
余
に
上
っ
て
一
戒
の
手
樽
な
山
間
へ
皇

室

ぃ

一
暴
力

E
Fこ
主
意
H

盛
り

一

日

日

か

ら

年

末

警

戒

を

侵
入
し
て
意
義
取
)
四
一
い
ま
す
が
、
乙
れ
は
捕
ま
っ
た
犯

一ま
す
の
で
、
い
ま
ま
で
警
の
あ
一

1
9

一

消
防
団
で
は
例
年
の
よ
う
に
本

十
五
件
(
一ニ
三
%
)
そ
の
他
の
侵
一人
が
自
供
し
た
分
で
、
他
に
も
相
一
っ
た
場
所
は
も
ち
ろ
ん
、
被
害
の
一場
な
ど
に
は
わ
ず
か
な
乙
と
♂

一月
二
十
八
日
か
ら
一三
十
一
日
ま
で

入
窃
盗
四
十
件
(
一
ニ
O
%
)
忍
び
一
当
の
被
害
に
か
か
っ
て
い
る

単

一な
い
場
所
で
も
隣
り
近
所
が
助
け
一
「
け
ん
か
」
を
は
じ
め
る
不
良
公

一年
末
嘗
戒
を
い
た
し
ま
す
。

込
み
(
夜
間
家
人
の
就
寝
中
屋
内
一わ
れ
ま
ず
か
ら
「
完
の
商
品
は
一
合
い
空
県
の
椅
害
じ
か
か
ら
な
い

τ、
人
に
因
縁
を
つ
け

る

霊

一
と
の
棄

を
よ
り
効
果
的
な
も

に
侵
入
し
て

金

号
室

二

十
一よ
く
整
理
し
て
絶
え
ず
監
視
」
を
一
ょ
う
白
羽
犯
態
勢
あ
強
化
し
ま
一何
日
れ
ね
ば
刊
行
市
り
ま
す

一の
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
市

一
件
(
一
芝

居

室

、
学
校
一
怠
ら
な
い
よ
う
に
レ
ま
し
ょ
う
。

一し
よ
う

一民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

荒

し

な

ど

と

な

っ

て

い

ま

す

。

交

通

事

故

に

注

意

H
一
歩

一し
ま
す
。

罪
が
出
た
ら
歩
か
な
く
て
は
で
き

で
は
ど
ん
な
場
所
か
ら
、
ど
ん
な

カ
ギ
は
必
ず
心
と
窓
に

年
末
年
始
の
防
犯
心
得
U

自
主
防
犯
態
勢
の
確
立

を
強
化
H

「ド
ロ
ポ
ウ
」
の
被

う
ま
い
話
し
に
は
だ
ま

さ
れ
な
い
H
家
曜
の
主
婦
を
ね

(消
防
本
部
)



(二)
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(矛304号)りよ大村 市政だC毎月1臼.10日.20日発行〉

りを推進一歩一歩都市づく
K全市民が協力し合って大きな成県ーをあけまいよいよ年末も押し迫 P、新年の準備にお忙

した。昭和何年を送るにあたって、お互いがしいこと と存じます。全市民が明るく楽しい

っくりあけた大村市政のあゆみ

をふ りかえ って、新しい年を迎えるための決

出し合って、生活ができるようにと、近代的産業都市の基

礎づくりが着々と推進されてきました。産業

昭和~6"年 12'月 20 日
(昭和H年4月2Z日第三種郵便物認可〉

意 を新たにしたいと存 じます。

ハ
写
真
右
)

市
道
火
務
場
線
完

成
H
七
月

一
日
着

工
、
八
月
十
日
完

成
、
幅
四
メ
l
ト

ル
を
六
メ
ー
ト
ル

に
拡
幅
改
良
、
延

長
一

六
-
メ
1
ト

ル
、
工
費
は
六
五

万
円

ハ写
真
上
〉

消
防
自
動
車
の
購
入
H
第
七
分
団
に
本
年
五

月
新
し
く
消
防
自
動
車
を
購
入
配
置
し
ま
し

た
。
と
れ
は
四
線
放
水
が
同
時
に
で
き
る
新

鋭
車
で
す
。

(
写
真
左
)

市
道
片
町
線
の
舗
装
H
昨
年
度
片
町
稲
荷
神
社
付
近

を

一
六
四
メ
ー
ト
ル
幅
七

・
五
メ
ー
ト
ル
舗
装

ハ工

費
一
八

O
万
円
)
引
き
つ
づ
金
呆
小
路
公
園
前
国
道

ま
で
五

0
0メ
ー
ト

ル
、
幅
七

・
五
メ
ー
ト

ル
を
八

月
着
工
、十
一
月
末
完
成
し
ま
し
た
。
(
工
費
六
九

O

万
円
)
(
写
真
右
目
上
は
本
小
路
、
下
は
片
町
付
近
)

醸
の
川
排
水
路
H
都
市
計
画
事
業
、
と
し
て
実
施
中
の

藤
の
川
排
水
路
は
昨
年
度
延
長
一
五
二
メ
ー
ト
ル
を

実
施
、
本
年
度
引
き
つ
づ
き
八
月
一
日
か
ら
工
事
を

続
行
、
延
長

一
八

一
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
三
・
二
メ
ー

ト
ル
、
幅
四
メ
ー
ト
ル
で
近
く
完
成
し
ま
す
。
工
費

は
三
三

O
万
円
(
写
真
左
)

竹松海岸堤防z 高潮を防ぐた

め県では竹松海岸に堤防を構

築することとなり、昨年度か

ら工事をはじめ、 35年度で延

長602メートル本年度644メー

トル計1.246メー トル高さ3.5

メー トルの堤防が完成しまし

(写真上〉

教育文化、社会福祉む向上など、あらゆる面

植付本数48.000本で、補植は20ヘグ

タール13.300本を植付けました。

樹種は杉、槽などです。また市有林

の中に牧草の栽培も同時に行なL、、

畜産振興にも役立てています。

(写真は手前が栽培中の牧草〉

市有林の植付と牧草栽培宮本年、市

有林の新植面積は10.2ヘグターノレ

みかん闇造成=本年みかん闇造成のため開墾した開拓地

面積は45ヘクターノレ、みかん苗木の植付面積は100ヘグ タ

層林

松
原
漁
港
の
防
波
堤
H
昨
年
度
、
延
長
四
七
・
五
メ

l
ト

ールで、 1万本が植付けられました。

ル
完
成
、
さ
ら
に
本
年
度
四
三
・
五
メ
ー
ト
ル
、
幅
三
・

五
メ

ー
ト
ル
、
高
き
海
面
か
ら
ニ

・
四
メ
ー
ト
ル

(
合
計

延
長
九
一
メ
ー
ト
ル
〉
を
九
月
か
ら
着
工
、

現
在
工
事
中

で
来
年
二
月
末
完
成
し
ま
す。

ま
た
物
場
場
二
三
二
メ
ー
ト

ル
も
で
き
あ
が
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
ハ
工
費
一
、
ニ

O
六
万
円
)

種
豚
導
入
M
畜
産
の
改
良
、
優
秀
畜
育
成
の
た
め
本
年
内

に
静
岡
、
神
奈
川
、
郡
馬
県
か
ら
五
二
頭
の
優
秀
な
積
豚

を
導
入
し
ま
し
た
。

〈
写
真
上
)

Tこ。

澱粉汚水処理施設完成z澱粉

では、汚水処理施設をつくる

工場の汚水によって魚類の死

ましたので、 置粉製造業者側

滅など多大の影響を与えてい

こととなり、松山郷馬場先波

止場東側海岸にし095平方メ

ー トルの共同処理施設ができ

あがり、 また、このほか陸地

にも 8ヵ所の個人施設がそれ

ぞれ完成しています(写真左〉

526件

25件

z3件

19件

Z4件

310件

c7 5 0万円) 80件

133件

l、農地兜買、賃借権設定移転

3、現況証明関係

4、小作地解約関係

5、競売適格証明願

6、境界確定その他陳情関係

7、登記事務関係

8、自作農資金関係

2、宅地その他転用関係
事
務
取
扱
件
数

農
業
委
員
会
の

市
道
大
村
駅
前
線
目

ロ
ー
タ
リ
ー
周

辺
か
ら
県
営
パ
ス
大
村
営
業
所
前
ま

で
延
長
九
五
メ
ー
ト
ル
、
幅
七
・
五

メ
ー
ト
ル
の
舗
装
と
幅
四
・
五
メ
ー

ト
ル
の
歩
道
が
完
成
し
ま
し
た
。

れ写
真
上
)

公
営
住
宅
の
払
下
げ
H
昭
和
二

十
六
年
度
ま
で
建
設
し
た
公
営

げ
ま
し
た。

住
宅
六
八
戸
を
居
住
者
に
払
下

ら
れ
た
久
原
住
宅
)

(
写
真
は
払
下
げ

匿~がif-吹入
a三羽判伏入

c コ開定期
比，~^晶晶岨 1

ip夜前年tヒ千え入f¥:i広
くJ/可本堤J王j

θ 

7 

6 

~l 貯

5 

4 

ヨ

2 

同

司同-



(才304号)りよアゴ政市村大(毎月18.10日.t 0日発行〉

市
民
の
健
康
保
持
と
管
理

し
尿
処
理
施
設
H

し
尿
の
終
末
処
理
を
衛
生
的
に
す

る
た
め
附
和
コ
一
十
四
年
十
二
月
か
ら
二
カ
年
継
続
事

業
と
し
て
、
し
尿
処
理
施
設
を
建
設
、
本
年
三
月
完

成
、
四
月
か
ら
然
地
担
転
、
八
月
か
ら
本

格

的

操

業
を
始
め
ま
し
た
。
こ
れ
は

一
日
二
七
キ

ロ
リ

ッ
ト

昭和初年 12月20日
(昭和33年4月22日第三種郵便物認可)

[7":"，"刊一一一 .._w ー

(三)

保険関係(35，36.lf.)出絞:k
35茸一-

J6早一一一

~ι/ へ j
シ1Jc、ゴ;

釦 9 ・一一司降、.ー

~..: .:::ー-

200 

1・・0

10 

a 
相

bl重予防接種ぇ:[><結成白決衿の奥地民J足
咋与t司む校ゑJ

E三ヨ 35年
匿~ 36年

を

5000 

ル

(
二
万
七
千
人
分
)
の
処
理
が
で
き
ま
す
。
本
年

四
月
か
ら
十

一
月
ま
で
に
三
、
一一一一九
凶
キ

ロ
リ

ッ
ト

ル
を
処
理、

八
月
か
ら
は

一
日
約
二

0
キ

ロ
リ

ッ
ト

ル
の
処
理
を
し
て
い
ま
す。

ハ
写
真
上
)

S~ T~ 6~ 5. ~. 2同Z河10 

712併問の彬叫l:i11月まで〉

区三ヨ It9&や34干
~ tf1JiT35年

仁二コ I~ 協和 36年

6'0 

40 

30 

20 

学校建設=郡中学校、 西大村中学

校、中央小学校、大村中学校はそ

れぞれ鉄筋 コング リー ト造 りで立

才
日
給
六
百
五
十
円
・
電
気
器
具

組
立
工

m
l
m才
八
平
j
八
千
七

【
市
内
】
男
子
各
種
運
転
手
百
五
十
円
・
運
転
手
初

1ω
才
日

n
l
羽
才
一
万
J
一
万
五
千
円
・
給
九
百
円
以
上
・
助
手
一
お
よ
ω才

ミ
ゼ
ッ
ト
運
転
手
羽
才
前
後
六
千

2

日
給
七
百
円
以
上

五
百
J
七
千
円
・
配
達
人
(
印

cc
女

子

紡

績

工

・
織
布
工
お
才

以
上
)
日
J
初
才
五
平
j
六
千
五

ま
で
九
千
円
以
上

・
電
気
器
具
組

百
円
(ア
ル
バ
イ
ト
生
で
も
よ
い
)

立
工

m
lお
才
八
千
J
九
千
八
百

・
自
動
車
整
備
工
初
l
m才
一
万
円

七
千
円
お
よ
び
各
種
見
習
M

l

m

(
大
村
公
共
職
業
安
定
所
)

保
険
税
の
収
納
状
況
は
一

5
%
の
引
上
げ
に
よ
り
給
付
額
は
一
げ
愚
者
の
負
目
J

隠
滅
し
ま
し
た
中
才
住
込
み
五
千
円
・
旋
盤
工
年
令

だ
ん
だ
ん
上
昇
の
方
向
一
前
年
闘
に
比
ベ

6
%
の

還

と

一

保

料

施

設

す

間
回
収
四
百
i
五
百
円
卓
工

高

圧

線

付

近

の

山

切

で
す
が
、
昭
和
お
年
同
一
な
っ
て
、
ま
す
。
菜
、
。
月
か
一

一見
習
初
才
前
後
さ
百
円
前
後
・
熔
り
は

九

電

へ

連

絡

を

一

し

J

、
2
1
、

一
川
保
槌
婦
に
よ
り
健
康
相
談
、

一
接
工
年
令
不
問
四
百
l
五
百
円

同一一訪問一一一一円相弘知一副
都諮問
十時

一長
時
げ
は
作
り
刊
し
日
目

て
い
ま
す
(
別
表
右
上
)
一

一
家
族
計
画
、

車

仕

相
談
等
、

被
一一
お
才
五
千
円
以
上

・
人
夫
m
l
刊

の

来

ゴ

九
回
大
村
開
業
所
に
ど

一

四

月

1
日
か
ら
従
来
制
限
一
保
険
者
の
凶
類
別
統
計
竹
析
に
よ
一一

才
回
収
三
百
円
・
炊
事
婦
年
令
不

川

:

保
険
給
付
状
況
一
し
て
い
た
賞
、
歯
科
ほ
て
っ
、
一
り
、

保
険
給
付
の
適
正
化
宣

り
一
間
百
七
十
円

・
経
理
事
務
員
初
才
連
絡
く
だ
さ
い
の

安
全
に
伐
採
で

ω保
険
の
給
付
額
は
病
気
の

種

一

付

間
3
年
の
範
囲
を
撤
廃
し
一
ま
し
た。

一
前
後
一
万
千
円
、
ほ
か
に
く
じ
ら

き
る
よ
う
立
会
い
(
無
料
エ
手

J

。

類
、
流
行
病
等
の
関
係
に
よ
り
月
一
ま
た
同
時
に
法
改
正
ーに

よ
り
、
世
一

ω従
来
要
望
さ
れ
て
い
た
、

一
行
商
等
(
歩
合
給
)
男
女
缶
令
不
問

(間
話
二

一
七一

別
に
上
下
し
、

6
月
ま
で
の
実
績
一
帯
主
の
結
核
性
疾
病
、
精
神
障
害
一
は
リ
、
き
ゅ
う
の
国
保
取
扱
い
乏

【

宮

男

子

造
船
工
場
・

は
お
お
む
ね
前
年
並
と
な
っ
て
い
一
に
よ
る
疾
病
に
つ
い
て
は
一
部
負
一
叩
月
か
ら
実
施
し
、

健
康
保
持
周
一
は
つ
り
工
見
習
、
整
備
工
M
lお

ま
す
が
、

7
月
か
ら
医
療
費
ロ
ニ
担
割
合
を
5
割
か
ら
3
割
に
引
下
一
進
に
寄
与
い
た
し
ま
し
た
。

3

(写真上から

問中、中央小、郡中、大村中〉

部に完成しました。

整
備
さ
れ
た
校
舎

2
E
家

-e

E
「

;Jut-
暢

千

7
λ

durt 

切
れ
隣
人

怪

$L 

侠

ヂ
プ
ヤ
リ
7

ふ
痢
品
作
街
長
沼

永・

10 

人

D 
市民の結核予防z 学校、事業所などで実施しない一般市

民の結核検診を各地区で実施しま した。 11月末までに検

保険税の牧納状況

赤]診対象者 8，218人に対し5，410人が受診、受診率は65.8

(搬出戸被・4，三Dot

4-00r 38-年j1世帯!日平均
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(写真上〉ガでした。その後各旭区で実施中です。

生
ワ
ク
チ
ン
の
投
与

H
本
年
は
小
児
マ

ヒ
の
流
行
で
、

お
母
さ
ん
た
ち
は
大
変
心
配
さ
れ
ま
し
た
が、

ソ
ー
ク
ワ

ハ[
H
H
H
H
H
け

グ
チ
ン
不
足
の
た
め
生
ワ

グ
チ

ン
を
投
与
す
る
こ
と
に
な

り、

八
月
各
小
学
校
で
投
与
し
ま
し
た
。
投
与
を
受
け
る

該
当
者
は
六
、
九
六
九
人
、
受
け
た
子
ど
も
は
六
、

二
二

五
人
で
、
投
与
日
に
受
け
ら
れ
な
か

っ
た
子
ど
も
に
も
後

日
投
与
し
、
市
内
で
は
小
児
マ
ヒ
の
発
生
を
防
ぐ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
(
写
真
右
)

12 

|月8'J生活制灼夫吟世惨状助額決 l
150""1 

11 10 9 8 7 6 5 4 3 

戸籍謄本の作成は復写機を使用し、受付けて

医亙夏目
10。

から短時間に、しかも鮮明にできあがります

ので、皆さんに長い間お待たせしなくてよい

ようになりました(写真下は使用中の復写機)
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(四)

飼
料
管
理
の
合
理
化
を

濃
厚
飼
料
は
使
い
過
ぎ
の
傾
向

(芳304号)り

九
月
二
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
で
六
五
八
キ
ロ
グ
ラ
一
の
で
す
が
、
乳
量
は
少
な
く
脂
肪

十
日
発
一
ム
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
率
だ
一
げ
あ
っ
て
も
乳
脂
量
は
少

行
本
紙
一
各
地
区
の
乳
量
は
下
表
の
と
お
り
一
な
い
の
で
結
局
は
ホ
ル
ス
タ
イ
ン

で

は

産

一

で

す

。

一

種

の

卒

均

乳

脂

量

に

達

し

な

い

わ

乳
能
力
一前
回
は
三
浦
、
鈴
田
、
西
大
村
、
一
げ
で
す
。

ヰ
検
定
事
一開
拓
、
竹
松
、

福
重
の
順
が
今
回
一

乳
脂
量
は
乳
量
と
脂
肪
率
と

い一
業
の
概
一
は
竹
松
、

三
浦
、
福
重
、
西
大
村
一
直
接
関
孫
し
、
乳
量
が
多
く
て
も

よ

要
、
検
一
開
拓
、

鈴
田
の
順
で
当
市
の
平
均
一脂
肪
率
が
低
け
れ
ば
乳
脂
量
は
少

人一一
定
の
万
一
乳
量
は
十
カ
月
で
四
、
六
五
五
キ
一
な
く
、
半
面
乳
量
が
少
な
く
て
脂

一一一
法
お
よ
一
ロ
グ
ラ
ム
で
大
体
四
、
六
八
七
キ

一肪
が
高
く
て
も
当
然
乳
脂
量
は
少

ι
び
各
地
一
ロ
グ
ラ
ム
J
四
、
八
七
五
キ
ロ
グ
一
な
い
わ
け
で
す
。

正

区
の
成
一
ラ
ム
級
の
乳
牛
が
飼
育
さ
れ
て
い

一
現
在
の
牛
乳
は
乳
脂
量
含
量
に

よ
績
の
申
一
る
と
い
う
と
と
で
す。

一よ
り
取
引
き
さ
れ
て
い
ま
ず
か
ら

ぷ

間
報
告
一
で
き
れ
ば
五
、
六
一
一
五
匂
ま
で
泌
一
脂
肪
率
の
高
低
に
よ
り
牛
乳
代

U

を
し
ま
一
乳
で
き
る
能
力
の
高
い
乳
牛
ま
で

一金
が
か
わ
る
の
で
、

酪
農
政
入
に

し
た
が
一も
っ
て
行
き
た
い
も
の
で
す。

一
関
係
し
て
き
ま
す。

本
号
は
一

脂
肪
率
と
の
関
係
は

一し
た
が
っ
て
乳
量、
脂
肪
率
と
も

前
回
と
一
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種
の
平
均
脂
肪
率

一あ
る
程
度
血
統
的
に
あ
ら
わ
れ
る

の
比
較
=
了
三
%
に
対
し
0
・一

%
の
高
一も
の
で
す
か
ら
、
と
く
に
更
新
さ

お
よ
び
一
乳
期
の
結
果
場
検
討
し
一
脂
肪
で
あ
る
と
い
え
ま
す
が
、

乙
一れ
る
場
合
は
血
統
を
じ
ゅ
う
ぶ
ん

で
み
ま

し

た

。

一

れ

は

乳

量
と
関
係
し
て
い
る
乙
と
一
調
査
し
て
更
新
し
て
い
た
だ
き
た

乳
量
関
係
で
は
と
く
に
増
一
ど
濃
厚
飼
料
に
余
り
に
も
乙
だ
わ

一い
と
思
い
ま
す
。

加
し
た
地
区
は
竹
松
地
区
で
前
回
一
っ
て
い
る
乙
と
か
ら
来
て
い
る
も
一ま
た
種
雄
牛
の
選
定
に
留
意
す
る

の
凱
量
は
四
、
四
一
一
三
キ
ロ
グ
ラ
一
の
と
恩
わ
れ
ま
す
。
乳
量
が
多
く
一
ご

と
に
よ
り
乳
量
、乳
脂
率
な
ど

ム
に
対
し
、
今
回
は
五
、
O
八
一
一
て
脂
肪
も
高
い
と
申
し
分
は
な
い

一も
左
右
さ
れ
る
も
の
で
す
。

よ?と政市村大(毎月1日.10日.ro日発行)

自
分
が
飼
養
し
て
い
る
乳
牛
の
泌
一
て
も
産
次
に
つ
れ
体
力
が
衰
え
、
一
乙
と
は
自
給
飼
料
の
作
付
計
画
に

乳
能
力
(
乳
量
、
乳
脂
率
、
路
乳
一
思
う
よ
う
な
成
績
を
上
げ
る
乙
と
一
留
意
さ
れ
た
乙
と
と
、
毎
年
購
入

期
間
)
や
体
型
な
ど
を
考
慮
し
、
一
は
で
き
ま
せ
ん
。
一
し
て
い
た
稲
ワ
ラ
が
乾
草
に
切
換

欠
点
を
補
う
た
め
に
は
、
ど
ん
な
一
以
上
乳
量
、
脂
肪
率
、
体
重
を
総
一
え
ら
れ
た
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

種
雄
牛
が
良
い
か
研
究
す
る
と
と
一
括
し
て
見
ま
す
と
、
開
妬
地
区
、一

養
分
総
量
の
八
O
%
ま
で
自
給
飼

が
大
切
で
す
。
一
西
大
村
地
区
の
乳
牛
が
一
般
的
に
一
料
に
よ
っ
て
ま
か
な
い
、
購
入
飼

体
格
(
体
重
)
と
の
関
一
有
利
で
あ
る
が
三
浦
地
区
は
体
重
一
料
費
を
三
O
%
ま
で
引
き
下
げ
、

係
は
、
あ
る
程
度
体
重
が
な
け
一
脂
肪
率
に
と
く
に
考
慮
し
て
い
一
弘
代
の
三
分
の
一
で
補
う
よ
う
良

れ
ば
乳
牛
の
耐
周
年
限
を
延
長
す
一
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
一
質
の
自
給
飼
料
の
生
産
に
努
め
て

る
と
と
が
で
き
な
い
か
ら
、
体
重
一
乳
代
に
占
め
る
購
入
飼
一
く
だ
さ
い。

は
五
五
O
t
六
O
O
均
程
度
ま
一
料
費
の
割
合
と
の
関
係
は
、
一
一
日
最
高
乳
量
は
個
体
に

で
も
っ
て
行
か
な
い
と
、
体
力
的
一
下
表
の
と
お
り
で
、
あ
る
程
度
よ
一よ
っ
て
相
違
が
あ
り
ま
す
が
乙
の

に
も
無
理
し
た
り
、
泌
乳
期
聞
が
一
く
な
っ
て
い
ま
す
。
と
く
に
前
回
一
調
査
で
は
分
娩
後
三
十
日
t
四
十

短
縮
し
ま
す
。

一に
高
か
っ
た
開
街
地
区
で
は
四
六
一
五
日
ぐ
ら
い
で
最
高
乳
量
に
達
し

た
と
え
、
一
乳
期
の
成
積
は
良
く

一
・
六
%
が
四
0
・
七
%
に
な
っ
た
一
て
い
る
よ
う
で
す
。

分
娩
前
ニ
カ
月
程
度
の
乾
乳
期

聞
を
与
え、

体
力
の
回
復
ど
栄
養

状
態
を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
す
れ
ば
高

乳
量
の
時
期
が
長
く
続
く
よ
う
で

す。分
娩
後
は
体
力
の
回
復
に
つ
れ
て

徐
々
に
飼
料
を
閣
し
て
や
る
乙
と

が
必
要
で
す
。

牛
の
生
理
的
現
象
を
考
え
ず
濃
厚

飼
料
を
与
え
過
ぎ
る
傾
向
が
多
い

の
で
す
が
、
乙
の
よ
う
な
乙
と
は

乳
期
を
短
く
し
、
乳
量
の
不
振
は

も
と
よ
り
、

不
受
胎
牛
を
つ
く
る

原
因
と
な
り
ま
ず
か
ら
、
じ
ゅ
う

ぶ
ん
注
意
し
て
も
ら
い
た
い
と
思

い
ま
す
。

(農
林
課
)
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苑届
出
先

福

岡
県
一戸
畑
市
新
地

町
八
丁
目
、

戸
畑
市
役
所
都
市

計
画
課

届
出
期
限

昭
和
三
十
六
年
十

二
月
二
十
六
日

ム
島
地
所
在
地
佐
賀
市
神
野

町
字
二
本
松
(
通
称
平
島
)

届
出
先

佐
賀
市
神
野
町
字
二

本
松
七
六
五
ノ
一
番
地
、

聖
衆

院
住
職
大
谷
教
真

届
出
期
日
昭
和
三
十
七
年
戸

月
二
十
日
(
保
険
衛
生
課
)

昭和36年 12月20日
(昭和33年4月zr日第三種郵便物認可)

普
温
林
立
木
の
伐
採
刊
森
林
の
所
在
ず
る
市
町
村
巻
経

許
可
申
請
の
受
付
由
し
て
、
そ
の
地
区
に
駐
在
す
る

悶
和
三
十
六
庄
度
中
に
普
通
林
林
業
改
良
指
導
員
ヘ
提
出
し
て
く

で
適
疋
伐
期
令
級
未
満
の
立
木
を
だ
さ
い
。
、

伐
採
さ
れ
る
人
は
、
つ
ぎ
に
よ
り
刷
申
請
害
用
紙
、
記
載
要
領
は、

伐
採
許
可
申
謂
書
品
提
出
し
、
許
市
内
西
本
町
大
村
市
森
林
組
合
ヘ

可
を
受
け
て
か
ら
伐
採
し
て
く
だ
申
出
て
く
だ
さ
い
。

(
農
林
蝶
)

さ

い

。

墓

地

の

改

葬

ム
申
請
書
の
受
付
期
日
無
縁
墓
地
の
改
葬
が
行
な
わ

昭
和
三
十
六
年
十
三
月
十
日
か
れ
ま
す
の
で
関
係
者
の
か
た
は

ら
昭
和
三
十
七
年
一
月
十
日
ま
期
限
ま
で
に
手
続
き
を
お
取
り

で

く

だ

さ

い

。

ム
申
請
書
の

提

出

ム

墓
地
名

計
量
教
習
所
の

入
所
生
を
募
集

通
産
省
計
量
教
習
所
で
は
、

計
量
法
に
基
き
、
計
量
に
関
す

一
戸
畑
市
営
中
原
霊

d
h
業
務
に
従
事
す
る
官
公

庁

の

し

た

者

七

年
一
月
十
日
ま
で

職
員
な
ら
び
に
計
量
士
に
な
ろ

①
文
部
省
が
前
各
号
と
同
等
以
上
ム
願
書
提
出
先
東
京
都
新
宿
区

う
と
す
る
者
、
そ
の
他

一
般
会

の
学
力
希
有
す
る
と
認
め
た
者

市
谷
河
田
町
八
番
地
通
商
産

社
の
計
量
の
業
務
に
従
事
し
よ

ム
願
書
提
出
期
日
昭
和
三
十
六
業
省
計
量
教
習
所

う
と
す
る
者
を
教
習
す
る
た
め
年
十
二
月
一
日
か
ら
昭
和
三

十

(

商
工
水
産
課
)

に、

計
量
教
習
所
入
所
生
を
つ

ぎ
の
と
お
り
募
集
し

て

い

ま

す

国

保

被

保

険

者

証

無

効

お

知

ら

せ

ム
試
験
期
日
昭
和
三
十
七
年

一
月
三
十
日
(
学
科
)
同
月
三
十
被
保
険
者
証
番
号

世

帯

主

氏

名

住

所

無

効

年

月
日
理
由

一
日
(
身
体
検
査
)

一
O
一
一
三
福
田
修
大
村
市
日
泊
初
年
9
月
四
日
そ
の
他

ム
誌
験
場
所
計
量
研
究
所
福
四
O
五
四
五
早
田
カ
ヨ
大
村
市
池
田
九
区

4
月
1
日
移
民

'

岡
実
一附
(
福
岡
市
襲
院
堀
端
七
番
四
一
一
九
五
満
固
た
い
か
ん
大
村
市
杭
出
蔀
四
区
叩
月
団
自
転
出

地

)

四

一

四

四

八

中

尾

誠

大
村
市
辻
田
町
五
O
九

8
月
却
目
。

ム

受
験

資

格

四

二

O

一

一

荒

木

秀

行

大

村

市

古

町

五

区

8
月
出
目
。

①
新
制
高
校
春
卒
業
し
た
者
五
O
一
九
二

音
谷
重
蔵
大
村
市
宮
代
ニ
班

叩
月
四
日
h
q

②
旧
制
申
等
学
校
を
事
業
し
た
者
六
一
三
四
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